
 

令和６年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①論理的な思考力を養

い、主体的・対話的

で深い学びを実現す

る指導をする。 

②教育課程の実施状況

を評価し、その改善

を図る。 

③プログラミング教育

を通して論理的に考

え、自ら課題解決で

きる力を育成する 

①学習内容の確実な定着

のために、予習復習の

機会の充実を図る。 

 

③「自ら課題解決ができ

る」ことに、より重点

を置き生徒の能力を育

成する。 

①新たな内容を指導する際

に、既習内容を意図的に

再度取り上げ、学び直し

の機会を設定する。 

 

③各教科の授業の中にプロ

グラミング教育の要素を

取り入れる。 

①単元領域等の系統性を確

認し、内容理解が不十分

な生徒について、個別指

導の充実が図れたか。 

 

③生徒が自ら問題解決でき

るようになったか。 

①物事に係る原理原則の

考え方を丁寧に説明す

ることで、学校内外で

の個別最適な学習の充

実化を図ることができ

た。 

 

③｢論理的思考力｣を中心

に｢問題解決ができる｣

生徒の育成というテー

マでの研修を行い、必

要性を職員間で共有す

ることができた。 

①生徒参加型授業が活

発化しているが、知

識や技能の資質向上

に繋がる授業展開が

実施できているか手

立ての検討が必要で

ある。 

③プログラミング教育

を意識した授業づく

りについて、研究授

業等を行い各教科間

でさらに共有してい

く必要がある。 

①ICT 機器の活用及び生

徒参加型授業が定着し

つつあるが、いかに学

力の定着に繋げるかを

検討する必要がある。 

 

 

③今後は、DX ハイスクー

ル事業と融合させて、

ソフト面の充実を図

り、課題解決ができる

人材を育成することが

必要である。 

①ICT機器の活用及び

生徒参加型授業が

定着しつつある

が、いかに学力の

定着に繋げるかを

検討する必要があ

る。（再掲） 

③プログラミング教

育の考え方が浸透

してきたが、継続

的な取組みが必要

である。 

①各教科の特性を

踏まえつつ、職

員のスキルアッ

プをとおして、

クロームブック

を積極的に活用

する。 

③全教科でプログ

ラミング教育の

視点要素を取り

入れ、課題解決

力育成に向けた

授業展開を模索

する。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒情報の全職員で

の共有化を、教育相

談コーディネーター

を中心としてはか

り、教育相談体制を

充実させる。 

②学業との両立に留意

し、部活動の適切な

運営に努める。 

①生徒情報を全職員で共

有し、担当学年以外の

生徒に対しても適切な

対応ができるようにす

る。 

②生徒とのコミュニケー

ションを十分にとり、

生徒の興味・関心・思

いをしっかり考慮した

うえで効果的な活動を

行う。 

①生徒情報の共有化の   

ために、生徒情報交換会

を年に３回開催する。 

②「部活動指導ガイドライ

ン」に基づいた適切な活

動時間等を設定し、生徒

の目的や目標に応じた活

動の場を設定する。 

①生徒情報交換会が定期的

に開催されたか。臨時の

ケース会議等が適切に開

催されたか。 

②部活動アンケートで「目

標や練習の目的を意識し

て、活動している」「部

活動と勉強の両立」「部

活動の状況に満足」の結

果が半数を超えたか。 

①全職員による生徒情報

交換会を５月、７月、

12 月の年３回を開催

し、生徒の対応につい

て共有をすることがで

きた。 

②「部活動・同好会活動

チェックシート」のす

べての項目において

「当てはまる」が

77.8％という結果が得

られた。 

①生徒情報交換会の情

報が多岐にわたり、

会議の時間に余裕が

ない。情報の精査や

時間設定を検討して

いく。 

②約２割の生徒が、

「部活動と勉強の両

立」で、「どちらと

もいえない・できて

いない」を選択して

いる状況を共有する

とともに、改善に取

り組む。 

①教育相談体制の充実を

とおして、今後もより

一層、情報共有を確実

に行い、生徒が安全か

つ安心して学校生活を

送れるように努める必

要がある。 

③部活動が活発であるも

のの、「部活動と勉強

の両立」に関する具体

策を講じる必要があ

る。 

①校内組織等をとお

して校内の情報共

有や外部との連携

はある程度できて

いる。今後は、よ

り早期発見と迅速

な対応が必要であ

る。 

③部活動加入率(85%

強)から部活動活性

化は図られている

が、部活動を効果

的に行う必要があ

る。 

①校内組織の見直

し を 行 い 、 ま

た、年２回実施

する「サポート

ドック」や職員

間の情報共有等

をとおしてプッ

シュ型面談を実

施する。 

③部活動と学業の

両立に関する調

査を実施して、

職員間で共有、

対応を行う。 

３ 進路指導・支援 

①生徒が主体的に進路

を開拓できるような

仕掛けをし、変化の

早い社会に柔軟に対

応できるような能力

を育む。 

 

 

①生徒のキャリア形成を

促すための、進路行

事・情報共有の組織化

を図り、生徒の進路開

拓意識を高め、生徒が

主体的に行動できるよ

うにする。 

 

①各学年に応じた進路講演

会、説明会等をおこな

い、進路意識を高め、生

徒が主体的に進路情報の

収集ができるようにす

る。 

 

 

①各学年の進路行事が計画

的に実施されたか。 

 

 

 

 

 

 

①学校説明会・分野別説

明会・文理選択講演会

等の計画的に実施でき

た。 

 

 

 

 

①生徒が自主的に学習

に取り組むようにす

るためのキャリア教

育に関する講演会

や、コンテンツの有

効利用を促すための

手立てを講じていく

必要がある。 

①生徒への様々な情報提

供にとどまらず、保護

者対象の説明会を早い

時期の段階で実施した

ことは評価できる。今

後は、さらに効果的な

方法を模索する必要が

ある。 

①生徒及び保護者へ

の情報提供は評価

できる。今後は、

実施時期及び周知

の徹底が課題であ

る。（再掲） 

 

 

①新たに、効果的

な情報提供方法

を構築して、生

徒が主体的に学

習に取り組める

ように努める。 

 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒自ら進路につい

て考えるための情報

を、教員が生徒より

先回りして支援でき

るような、進路に関

する教員のスキルア

ップをめざす。 

②的確な進路情報の提供

を迅速にできる組織づ

くりをおこない、新課

程入試にしっかりと対

応する。 

 

②新課程にも対応した最新

の情報分析・発信をおこ

なう。 

 

 

②職員対象の講習会が定期

的に実施されたか。 

②職員対象に適宜、進路

情報に対する説明・分

析等をおこなうことが

できた。 

②年内入試や、総合型

選抜に関する情報を

職員で共有し、生徒

に発信する。 

②職員対象の説明会等で

情報共有をした点は評

価できる。今後は、生

徒への効果的な還元方

法を検討する必要があ

る。 

②職員対象の説明会

等の実施により情

報提供は評価でき

る。今後は、効率

的な方策を探るこ

とが必要である。

（再掲） 

②生徒の進路実現

を目指し、職員

を対象として説

明会を実施して

生 徒 に 還 元 す

る。 

４ 地域等との協働 

①様々な場面で地域及

び外部機関と連携し

た教育活動を展開

し、生徒の学びを深

める。 

②防災意識を高める機

会を提供し、地域に

信頼される学校作り

を推進し、地域に貢

献する。 

 

 

①外部の人材や教育力を

活用し、生徒の視野を

広げる。 

②地域と連携し、非常時

に対応できるネットワ

ークを構築する。 

①PTA や外部機関と連携

し、講演会や研修会を企

画し実施する。 

②生徒の防災意識を高め、

非常時に適切に行動でき

るようにする。 

①保護者及び生徒のニーズ

にあった講演会や研修会

を提供できたか。 

②防災訓練を実施できた

か。また地域住民が参加

したか。 

①PTA と協力して、２年

生を対象にした金融に

関する講話を実施し

た。 

②防災訓練を２回実施

（近隣住民も参加）し    

た。また、生徒に自宅 

周辺の危険個所をハザ

ードマップで確認さ

せ、防災委員が非常食

や簡易トイレの作り方

などを紹介した。 

①PTA 役員会等の機会

をとらえて保護者の

ニーズを探り、講演

会のテーマを決定す

る必要がある。 

②火災を想定した避難

訓練を実施して、避

難経路等の確認を

し、必要に応じて見

直しを行う。 

 

①地元企業等の外部機関

との連携、修学旅行の

事前学習で外部人材を

活用した点は評価でき

る。今後も、あらゆる

場面で外部人材の活用

を検討する必要があ

る。 

②地域住民の防災意識の

向上に伴い避難訓練に

参加依頼しているが、

今後はさらに校内の整

備状況を再確認して円

滑に対応できるように

する必要がある。 

①今年度は積極的に

取り組んだことは

評価できる。今後

は、いかに継続で

きるかが課題であ

る。 

 

②地域の特性を踏ま

えて、今後も近隣

住民とともに、防

災訓練を実施し、

地域のニーズに応

えていくことが必

要である。 

①PTA 講演会につい

ては講演会の実

施後にアンケー

トを実施して、

ニーズに合った

内容となるよう

にする。 

②学校運営協議会

等をとおして、

より一層、地域

との連携をとり

ながら、避難訓

練 の 充 実 を 図

る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教職員の働き方改革

を推進し、会議の効

率化をはかる。 

②業務についてはダブ

ルチェックを行い、

不祥事防止に努め

る。 

②成績、進路、及び入学

者選抜業務関係等にお

いて、ダブルチェック

を心がけて、不祥事防

止に努める。 

②業務に係るマニュアルの

内容を事前に全職員で共

有して、業務にあたる。 

 

②マニュアルの内容を確認

して、事故を未然に防ぐ

ことができたか。 

 

②成績、進路関係及び入 

学者選抜業務等につい

ては、マニュアルをと

おして作業内容を確認

した。 

 

②ヒヤリハットの事案

があり、未然に防ぐ

ことができたもの

の、今後はより一

層、ダブルチェック

を心がけて、事故未

然防止にあたる。 

②事故の原因は、緊急対

応等による焦りも考え

られる。忙しい時こそ

気持ちに余裕を持って

冷静に対応してもらい

たい。 

②事故に繋がる大き

なミスはなかった

が、とにかく地道

に当たり前のこと

を当たり前に行う

ことが必要であ

る。 

②マニュアルの内

容を職員全体で

共有し、継続的

に 、 地 道 に 行

う。 

 


